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序

本報告書は1997年に出版された｢ 墓地公園及ぴ宅地造成に伴う埋蔵文化財発掘報告

書｢久保上ノ平遣跡｣｣ の続編にあたる報告書です。上記報告書は平成７年４月から同

年９月に行われた緊急発掘の記録ですが、その後、この時の発掘地に隣接して道路雨

水浸透枡が設置されることになり、90㎡が予定地とされました。この地は前回の発掘

で、人体文のみられる有孔鍔付土器が出土した40号住居址の大部分が含まれているこ

ともあり、これらの解明に大きな期待を持って発掘を進めました。

今回の発掘は前記40号住居址の全体を見たいという願いから､100㎡に拡大して行い

ました。その結果、住居址全体の姿は明らかになりましたが、撹乱が広範囲にわたっ

ており、有孔鍔付土器の帰属時期を明確にするところまではいきませんでした。しか

し、40号住居址の全体像が明確になったことは、今後の研究に資するものと考えてい

ます。なお、40号住居址に隣接して42号住居址の一都を発掘しました。ここも攬乱が

激しく、また、検出範囲も少なかったため、不明の都分を残す結果となってしまいま

した。

試掘から始まって本調査の終了までほぼ一か月を要しました。本調査が始まった４

月は爾の日が多く、発掘に参加していただいた皆さんには大変なご普労をいただきま

した。また、出土品の整理、復元、報告書の作成に携わっていただいた皆さんのご苦

労により、この調査書が成りました。ご協力いただいた皆様に深く感謝申し上げます。

南箕輪村教育委貝会

教宵長 春 日　 正



例 言

１　本書は長野県上伊那郡南箕輪村U64 －1に所在する久保上ノ平遺跡の発掘●審報合魯である．

２　震壷4ま南箕軸村土地圃発公社による宅地遠流に伴うＳ夥雨水浬署桝喰置を契機に粛箕魯村教育委員会が

おこな．たものである．

３　見棚銅麦は平成10年３月23 日から平成10年４月28日までおこない、引き貌いて整理作業及ぴ報告書の執

筆をおこなった．

４　土器の復元は傭沢串一氏にお願いした．

５　遣構図はl : 641に統一した．

６　遺物実測図はｌ ：３、１：４を基準にしているが、小腸休の場合に１：２を用いた．

７　廣童・整理にあた・ ての出土遺物及ぴ図版類は南箕輪村教冑委員会で保管している．
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第１章　遺跡の立地と環境

第１節　遺跡の位置

久保上ノ平遺跡は町アルプスと中央アルプスにはさまれた伊 耶谷北部の天奄川右岸、南箕輪村1164番地１

（孚上ノ平）に位置している。天竜川により形成された河岸段丘の上段から２段目に位置する遺跡の標高は

702.0m で、ここからは、眼下に天竜川により形成された沖積地と南アルプ スの山麗を一望することができ、

彙観のたいへん良いところである。

第 】図 還 跡 位 置 図
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第２節　自然環境

甫箕輪村は長野県伊那盆地１;部の広く開けた地域の天竜 川右岸に位童している。地形的にみると西に位置

する木曽山脈経ヶ岳山地群に属する経ヶ岳南東都の飛地を除いては、その麗を扇頂とする扇状地と天竜川に

より形成された沖積地かちなっている。

爾状地は一郁天竜川、小沢J11の複合斎状地になウでいるか、ほとんどが大泉jllにより形成されたものであ

る。山麓から段丘突端都までの幅は最大で釣4.5 ㎞､ 権高は7卯､ａから900 11に及ぴ、東へ約２庶のゆるやかな

傾斜地となっている。

扇状地扇端部は、雛厦状に段丘が形成されている。また、扇状地特有の涌水かちなる小河川の侵食により

形成された沢か10協所みられる、

天奄Xll沿いに続く段丘は最大で標高差約4011を壽り、一部には断屑の影番を観章できるところがあるため、

その地形形成は大泉川や天奄XII等、河川の流出や佞食だけではないことが推定される。

自然水系としては西の山地より流れる大泉川・大清水jll ・ 戸谷111のほか。前述した段丘崖を源流とする北

沢川・甫沢jll ・ 掩ノ沢川等の小河川ヵ(天竜川に流れ込んでいる。

西の山麓から鷹れ出る阿J11は爾状仙●央鄙では伏流し水 量は激減するが、履掛那付近で再ぴ湧出する。こ

の湧水は水量及び水岨が比敬的安定しているので、現在ではそれを利用したワサビ栽培が行 われている。

これら屑篭部からの湧水量と水質は、昭和３年に扇状地 を横切る形でつくられた潅概用水幹線水路である

葬天奄水路の完成と、それに伴う大観膜な開田により変化したといわれる。

冲積地は昭轜27年から29 年にかけて突施された土地改良事業により水田地蓄となったが、それ以前は天竃

JIrにより形成された自然堤防による後背湿地と雇状 維爾端夥からの湧水により、幾つもの細か点在する大屋

地帯であった。近年この仙1●は宅地化がすすんでいる。

第３節　歴史的環境

甫箕輪村に|ま現在礪認されているもので49の遭跡かあるか．そのほとんどは扇獣地を東概する大泉川・大

潮水川・戸谷j11の両摩と、扇状地扇端都の天奄川右岸段丘上に位Ｉしている．他に天竜jll沖積面に黄粉遺跡

かあり、北隣の箕●會町と謐鍾きで大遺跡の一角を占めている．

これらの中でも署名なものは「紳子撰遭曙」である．神子架区大墳水地籍に位置する同遺跡は昭和33琴に

発見され．神子槃型石●--ｓ! 国Ｉ雙文化財指定）の検出をみた．

鵜文時代では．これまでsこ天伯遺蹄・大芝東進眸・北臨ｌｌＡ逢着・高根遺跡・甫嵩機遺跡などの調峯で趙

構・遺物が礦隠されている．これらの舞査では早期 一前期の凌歯は確認されていないが、神子乗遣涛の３次

鯛崔で押型文土器の破片が出土している．また、大芝東遺跡・幽高根遺跡・北高根Ａ遺跡においても早期か

ら農期にかけて の土器片か１土している．住居址は天伯遺跡 一大芝東遺跡・北高欄Ａ遺跡で確認されている．

これらは前期木から中篇末にかけてのもので、量的には中期の遭構・遺物が多い．この曲に も久保上ノ平遺

侈では平成７年の鯛査4こより、同遺跡が中期中集－中粟車にかけての拠点的集落であったことが囃認され．

祭祀的な色合いのｉ い遺構･ 遺物ヵf多く廓土した．晩期では進講の確露ａ ないが、神子東灘跡･ 南高機遺跡･

久保上ノ平遺節で土器片か由土している．

－ ２－
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弥生時代では遺跡の稜出最は少なく．天伯遺跡・北寓機Ａ姻番・北垣外遺跡でわずかにみられる．北眉根

遺跡から中盾の住屠址が検出されているが、ほとんどは後期にゐたるものである． 久保上ノ平遺跡からは．

住民i●4y】他に方形屑屑茎罫か検出された．ｊ た、神歌地の笑輪遺跡からは水田区爵の検出はできなか．たも

のの．土器 一将製石斧・石鏃等の丑● が出土している．

古墳時代では．子持勾31 と直刀か出土Ｌたと伝えられる九山古墳がａ‘鸞されている･llか、=まjl外遺跡より

爾円筒形土製品が出土し、古墳時代屋内纂祀関連の資粁の適II をみた． また、天鮑遭跡においては、多くの

住居址が襖出され、そのなかから脚部を欠いてはいるが痍凛器の高坏が出土Ｌている．

なお．尭願!Ｉ査にｊるものではないが．宮のよ遺跡より初期土師器高 音付壹や五●値など注目すべき遺物

が出こｔＬている．

奈良・平安時代をみると、集落はさらに各祠JIIの河岸段丘周忍でも西の山麓付近にまで広がるよｊになる．

古代東山道との肩遂も含め、今後の検討糠舗の一つである．

また．言の・ 遺跡からは平安吟41;中攬の大葬焼肴か埋葬された、しっかりとした石岨みの墳墓がほぼ完全

な形で出土している．焼肴を傀鯖してあ．た灰希降●葦環壷は充形で畠土し、肘指定文化剔-とな・ ている．

中世に|よ天竃川右岸の段丘縁辺にその地ｓを利用Ｌで．楷木城・中込域・會・ 城・有價植・内城などの鍼

館か癩かれている．

第 １嗇 周 辺 遺 跡一 覧 表

番号 遭 齢 名 ･地　　條
時　　　　　 代

偏　　　　考旧石 輿文 弥生 古橋 平安 中世

１ 久保上／平 久 ．　 保 ○ Ｏ ○ ○ 平底7卑度飼査

２ 久 保 下 久　 ， 保 ○

３ 南 埴 外 久　　 保 ○ ○

４ 天 王 原 久　　 ・保 ○

５ 向 垣 外 塩　 ／　非 ○ ○ Ｏ ○

６ 箕　　魯 塩ノ井・久保木下・三日町 ○ ○ ○ ○ ○ 昭和57耶～平虞６年度瞑査

？ 山 の 神 塩　 ノ　井・ ○ ○

８ 内　　 城 北　　 殿 ○ ○

９ 天　　 伯 塩　 ／　非 ○ ○ ○ Ｏ 昭和42年度調査

10 塩 ノ 非 塩　 ／　井 ○ 平成６年度爾査

ll 上 人 塚 塩　ノ　 弁 ○ ○

12 廼　　 外 塵　 ノ　非 ○

13 東 塩 外 北　　 澱 ○ ○

14 大　　 東 大　　 泉 ○ ○ ○

15 柴　　 寫 北　　 殿 ○

16 七 垣 外 北　　 段． ○ ○ ○ 平成２年度調査

17 西 短 外 北　　 殿 ○ ○ ○

18 大 泉 下 甫　　 皿 ○

19 秋裏神 牡 七　　 殿 Ｏ Ｉ ○

20 吉 ノ 上 南．　 殿 ○ ○ 平成X;年度調杢

21 羽　　 場 田　　　 畑 ○

22 田　　 畑 田　　　 畑 ○

23 神 子 奉 神　 于　柴 ○ ○ ○ 昭和33年皮腕査

2･ 二 進 沢 田　　　 畑 ○

25 大 芝 嘲 大　　 忿 ○ ○ ○ ○

26 大 芝 原 大　　 芝 ○ ○ 昭和4?年度爾査

27 大 芝 東 大　　 芝 ○ ○ ○ 昭和50年度調査

28 歯 高 観 大　　 泉 ○ ○ 昭和47年度瞬査

29 北 高 根 大　　　 泉 ○ ○ ○ 昭和47年度肩査

30 荻 匈 原 大　　 泉 ○

31 高　　 槙 大　　 泉 ○ ○ 昭和47年度臍査

32 権 現 涙 大　　 農 ○

33 浄水場付近 大　　 泉 ○ Ｏ

34 白 木屋北 大　　 来 ○ ○



⑩久保上ノ平 句久保１ ＠寓城外 母天王原 ⑤向壇外 ＠露輪 ＠山の神 ＠内櫨 ＠天狛 ●煤ノ非 ○上人塚 ＠堤外 ＠東域外

ａ大泉 ●健吉 ＠北垣外 ｏｓ垣外 ＠大農下 ●弘裏1･社 ●吉ノ上 ＠翻場 ＠岡畑 ＠神子架 ＠二皿訳 ＠大芝幽 ＠大芝原

＠大芝農 ●掬高根 ●4t高根 ●荻河原 ＠ｓ● ＠嗜覗會 ●仰水槽附近 ●白木且北　　　　　　　　　 －

第３図 周辺遠番分布図　　　　　　　 ’ ．’



第２章　調査の経緯

第１節　調査の契機と経過

久保上ノ平遺跡は、￥1良７年度に村及び村土地厠発公社による驀地公圃造成事疾と宅地造姦事業に伴い約

3.0aoixfの発禰爾査を実廸している。この興査により縄文時代中期・弥生時代後期･ 奈良一平安碕代の３時代

にかけ ての遣構・遺物か検出された。なかでも縄文時代のもので、毘外に土器を配列した特殊遺構や人体の

全身を表した人体文付の有孔鍔付土器 一人の手が写実的に表現された土器片などの特異なものゐf検出され、

内外より注目されることになった。その他、それまでの上伊那夥内で最多となる方形周溝墓群が検出される

など、各時代の集落や墓域が高い密皮で輿複した複合遺・ であることか明らかとなった。

平成９年度になって、村土弧原発公丑により差油公国の駐車場北穂夥分に遭路雨水浸透桝の設麗ヵ嗜t画さ

れた。これを受けた村教育委賃会でiま、咳置予定地に平成７年の叫査によって遺構のあることが薙ｌ されて

いたため、裡透桝設置予定地の釣如ガの発掘鴎査を実綸することとなった。

前回の爾査で確認された遣構は、人体文のみち沈る有孔舛付土器が出土していた住屠址であったことから、

住居址全体をみる必裏があると判断し、前回のｓ 査区域であった住屠址北側部分の約10 吋について再検出を

おこなうた。

罰金は、まず前回の調査区域にトレンチを設定し住居址の位ｌ する範囲を掘削し、前圓の舞雀で発揚した

住居址の検出募分を確認した後、墓地公幽駐車場部分の客土を重機で取り除き、検出に入った。

グリッドの設定は前ｌ のｓ査時のものと同様にした。２１１×２ｓのグリッドに南側から、東西列をＡ～Ｙ

のア ルフ？ベッド 南北列を算用数字であらｂしている。また、新 たに確認した遺構の番号については前回

の炭壷で確認した遺構番号から饒きの番 号を用いた。

脚査は試欄醐査を平成1(吽 ３月23B より開始し、遺構のj■１を確認したのち平成10年４月６日から４月2s

日まで本糞査をおこなった。

○ 調査 日誌

３ 月

３ 月2311

３月249

3 丹25日

４月

４月６日

４月８Ｂ

雨水浸透桝設置位・ の測量と、機材の搬　 ３月26 日

入をおこなう。

トレンチの設定をする。　　　　　　　 ３月27 日

トレンチの欄削をおこなう。あらたに卜　　 ３月釦日

レンチを１本設定し、鵬削する。

雨天のため作業中止．

午駒中に上面確認をおこ ない、調査地南

東部分で住居址を１軒確認する．この住

トレンチの棚削をおこなう｡36 号・39 母

住居姪の床薗を確ほする。

繭天のため作業中止。

・ 機により，表土はぎをおこなう。

居ま１を42号住居址とする。また、40号住

居址の範囲をつかむため、サプトレンチ

を入れる。夕方、雨が蜀り出し作業中止。
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４ 月 ９ 日

４ 月ID 日

雨天のため作業中止．

上面確認をおこなう.40 号住居址に入れ

たサプトレンチより客土の入ったピット

を確認し、前回の贋金範囲と40号住居址

の範囲をほぼ特定する．

４月13 日　雨天のため作業中止。

４ 月14Fi

4 月15 日

４ 月16 日

爾天のため作業中止．

雨天のため作業中止.

4同‘・42号住居址の検出をおこなう．午

後に40母住居址の土層断面の記録をする．

また、42号住居址より須恵器機、土師酋

長胴甕の破片が出土する．

第 ５ 図 第 １ 次 、 第 ２ 次 調 査 遺 構 全 休 澗
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弟６図 遺構全･休図

４月17日　蜀号・42号住居址の検出をおこなう。午　 ４月23 日

倹になり・ となったので作業中止。

４月20日　4a 号・42号住居址の検出をおこなう。40

号住居址ではピフ１３基と炉址を検出す　　 ４月24a

る。　　　　　　　　　　　　　　　 ４月271

4 月21日　4a 号住居址の炉謐とPi 一PI の検出とま

眉断面の記備をとる。PIより石器２個か　 ４月2s日

出土する。

４月z2日　昨日に娩き、40号住居址のＰ.･Pi の検出

と土層断面の配録をとる.ao ・42母住居

址の平面図をとり。遺物の取上|r をおこ

な う。

:･に

/

２ ｍ

午前中雨天のため作業中止．午後作業を

おこなｊ．昶号住居址炉址揃側でPS を確

紹1.、検出する．

雨天のため作業中止.

40号{ｉ 居址のＰ,の土層誦習の記録と盈

傭の金休測量・写真撮彫をおこなう．

40・42号住居址の餌量をおこなう.42 号

住居址の貼９床をはがしたところ、ま坑

状の遺構が出土する.4 がMi 居址炉址の

焼土毎分を取り除くが．下層に遭講は碓

肥できなかうた．髪量徨、写真撮彬をし

て調査を全て終了する、



第 ２節　　 調査 の体 制

○発掘調峯　 調査担当者　 友松 曲（甫箕柏村岐冑委員会學蜃輿）

贋 査 員　 價俸幸一

爾査作業員c 順不同｝

XIヽ沢よね子 五十嵐iF子 ・菰美喜子 福原京子

・事 務 局

杉 庫　 崇　 （南箕軸村教育委員会教育蜃）－H10.3

審 日　 正　 （函貪軸村教育委員会最曹長）H10.6 ～

鳳 聴 一 郎　 （権箕檎村敵背硬員会教育長欄雅代理・教青次長3

唐 沢 由 江　 （嘲箕輪村教育委ｌ 会歓会観冑係長）－H10.10

山 崎 文T窟　 ｛南箕仙村教育委ｌ 金包金教育価畳｝H10.10 ～

有 賀 仁 志　 （甫箕軸村教冑委調会杜会廠冑儡）

宮 下 裕 司　 ｛南笑聊Ｈ教冑娶員会社会教冑係｝

松涛芙太郎　 ｛右箕軸村敏冑桑蜃会杜金敷冑指導員｝
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第１節　住居址

第３章　遺構と遺物

40号住居址

廣在地の北東部より検出した．この住居址は平成７年の調査時に冊号住居址として住居址北儲の一部を検

出しており、人体の全身が表現された人休文のみられる有孔鍔付土器や合付土審の台祁が出土している．

住居址のプランは、長岫6.3・、短軸5.1・ の楕円形を呈する．主軸はＮ－30‘－Ｗを示す．壁残高は55－0

S である．壁の楯方は全体助にゆるやかな傾斜を呈しているが、講査区域西翻の地山の傾斜がきつい部分に

ついては、やや直に近い形となうている．また、東壁の一部は壁の立ち上がりが不明瞭ではうきりしていな

かった．局溝は認められなかった．床面はローム層まで握り込まれ硬く叩き締められているが、住居址中央

那分の西側から北側にかけての一節分が良好な状態をとどめているほかは、撹乱により破壊されており、硬

化した床がブロック状に散在している状態で明確にとらえることができなかった．

ピットは８基検出した．このうち、PI･PI は前回の調査で検出しているものである.PI －Ｐ,のそれぞれ

の深さは43㎝～!;Ｑ，と安定している．主柱穴はＰ,～Ｐ,･Ｐ,と思われるが、Ｐ．･Ｐ,の位置からみて、この住

層址は拡彊されているか、 または２つの住居址が重複しているなど新旧関係のあることが考えられるが．本

址北側部分か奈良時代末～平安時代の住居址と皿複していることや、床面のレベルに差異が見られなかった

ことなどから、はっきりとしな.かった．８薯のピットでＰ，・PI の断面形が波状となっている．

炉址は住居址のほぼ主輪上．中心よりやや北飼のＰＺ･Ｐ,の中間都分に位置している．炉址は石囲炉で、中

心部の周囲には石を抜き去うたと思われるくぼみがみられるほか、３傭の炉石が残っていた． そのうちの１

つは嘉平な砂岩を縦に埋め込む形になりていた．これらの石は火熱を受けた跡が認められた．炉址の中心部

周辺には焼土が広がり、炉鷹は赤変し硬化していた．炉址で、炉底が確認できたところは１箇所のみであり

たか、棚方かj・咎的広いことや炉石を披き去うたと思われるくぼみの位・ 関係から炉址の重複が考えられる、

炉址周辺にみられた焼土節分及ぴ床面が軟粥な部分を掘削したが、下層に遣構は認められなかった．

遺曲は歓乱した状餓で、出土した量は多くない．炉址周辺の床面直上より深鉢型土器( 図９－１・２・３)

浅鉢型土器(図10－11)が出土している．平成７年度貫査時に出土した人休文のみら れる有孔餌付土器(図10－

13)は、P1 とＰ,の中間都分で床面より検出したが、この土器の匍圃及び口撮部の破片６個が炉址付近の床 面

直上及び覆土中より出土した．また、炉址覆土上層より探鉢型土器の口綾郎( 図10－7) 、覆土中層より凍鉢

型土器の把手部分(図版６－３〉が出土している．これら炉址より出土した土器は火熱を受けており、特に覆

土中層より出土した把手都分については表面かヶロイド状に変質している．

この他に住居址榎土中層より浅鉢型土器(図10-10) 、台付土器台部( 図10－12 平成７年度貰査時出土) 土器

片餓(図11－1) 、 また、Ｐ,の覆土中より石匙(図13－1) 、横刃型石器(図13-2) 、P, の覆土中より黒曜石 ２

個が出土したほか、住居址覆土中層より石斧( 図13－3) 、不定形石器( 幽13-4) 、住居址覆土上層より石斧

(図13－6 ・7) 、石匙(・13 －5) などが出土している．

本址の時期は住居址が重複していることが考えられるためはっきりとしないが、遣丿軸1から判断すれば縄文

時代 中期中葉～中葉末であると思われる．

－ Ｕ
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42号住居址

胴金地南東の隅より検出した．住居址北側部分が撹乱により蹄浪 されていたことや、検出繩囲か一部であ

･､たことか４プランは不明である．壁残高は１６ａｌ～8 ㎝で周轜は認められなかった．床面は暗褐色土層 まで

握り込まれている．黒土の貼り床となりているか、部分的にのみ躍められ締まりも全鉢的に軟冊であった．

ビットは・ められなかうた．住居址北側部分の酉壁から中央節分にかけて焼土混じりの灰褐色帖質土の塊

と．その肩囲に焼土が広がりていた．検出当初はカマド施設と考え、断ち翻ってみたがカマドではなか・ た．

カマドの床 面、袖部分などが見られなかったことから本来のカマドに近い部分-か、カマドの一部が擾乱によ

り破敏されたものであると思われる．

また．住珊址中央郡からやや甫側によった床の下から長軸９＆ｓ．短軸＆ｋｚの不正楕円形を呈する土坑状の

遺構を検出した．課さは13eｓで底部から北側傾斜籐分にかけて灰褐色粘質土か貼られ．その上にはロームが

みられた．灰褐色､帖黄土はたいへんよく締ま９ていた．焼土及び底都に火熱による赤変はＥめられなかった．

これが、この住居址に付属していたものか、別の還瞬のものかは判然としなかった.

－16 －
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遺物は床 面直上で親祭された灰褐色粘賀土及ぴその周囲に広がっていた焼土からまとまって出土しており、

=ｔ師器長胴甕(図15-4) 、甕型土器(図15-5) 、須憲器坏(図15－l・2) 、葦坏の燕( 図15－3). 刀子( 幽15一

石)、棒状の鉄製品( 図IS- 7) のほか、黒色土器坏底部及び口絵部破片、須恵器峯破片が出土している．

本址の時期は豪勧などから平安時代蔚期であると思われる．

第２節　　遺構外出土遺物

上面確認時において橡集した遺曲には縄文時代中期中葉 ～中楽末の十晟破片、黒曜石、弥生土器破片 咽

16－1・2) 、須恵器破片 價16 －3) 、用途不明の植歌の鉄製品! 圓ll－ ○ の他、中世以降では近世～近代の

陶直器類が14点出土して11 る．

孚Ｖ庁八
礦り 。 。:

一
一 七

O　　　　　　　　　　　　jOg
心

第肺図 遺構外出土避巻拓彰 一実測図
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第 ４ 章　 総　　 括

今回の偶査では、平成７年の閃１時において人休丈のみられる有孔餌付十叢が出土した縄文蜂代中期の40

号住謄址と新たに平安時代前期の住屑址１軒を検出した．以下、今回の舞杢結果について問題点を上げ、簡

単ではあるかまとめとしたい．

前回の調査では、40号住居址の●審範匯が住居址北側の一部であり、検出した範囲が狭く、更に出土した

遺物か有孔縛什土器と台付土器の台暮のみであう たために．本址及ぴ有孔鍔付土蕃の帰属時期については、

はっ きりとしなかった．

今回の調査は40号住居ｔ をぽぽ完掘するものであうたか、擾乱の彫●か広範柵にわたっており、予麺に反

し遺構の保存状態は良好とはいえなかうた．しかし、出土した土器等により、do 号住居址よ９出土した有孔

帰付土器の帰属時期を検肘する上での資料の迫加 をみたこ1:は大きな成果であったといえる.

40号tｌ屠址は検出したピット及ぴ炉址から住居址が拡張されているか、もしくは１ 複していることを轍會

させるものであうた、擾乱の影響から安定した床面が住居址の全体の４分のｌ程度で、西璧から北璧周辺に

眼られていたこと、また住居址北側の一郁が他の住居址と１複しているなどから壁や床面の差異などが明確

に認められず、問題の残るものとなった．出土し た土器についても中期中葉～中葉末にかけての複数時期の

ものが混在した形で認められたことから．本址の時期については憤重な検討か必要と思われる．

有孔鍔付土器の帰属時期についても前記と同様に鰯・ な検肘を要するところであるが、出土位ｌ 及ぴ床面

から出土した状況からみて住居が機能を失う時点 まで本故に伴っていた土器であると考えたい.

40号住居址から出土した遺物はそれほど多くないものの、有孔男竹・ ●や台付土器の台邨などの遣物から

祭祀的な色合いか強い住居址である印象を受ける．

久保上ノ平遺跡から検出された朗文略代の遺構・遺物には．眼外に土器を配冽した仰珠遣構や人の手を非

常に写実的に表した土器片などがみられ、全休約に祭祀色の強いものが目立つ．これらとの関連を明らかに

することで、住居址の性格をより哨確にすることができると思われるが、集落を含めた全休の中での考 察が

必要であり、今後の資科の追加を期待したいところである．

平安時代の住居址である42号住居址については、住居址の検出範囲かわずかで、その大部分が捷乱により

破壊されていたことから、詳細については不瞬なｓ 分か多いものであった．床翼下より検出した灰褐色帖土

の貼られた土坑状の遺構がどのようなものなのか問晒であ９、鎧●の残るものであった．

久保上ノ平遺時は両岸を沢に揆まれた段丘上に位置し、これまでの男査で検出された遺構・遣物は過去に

村内で調査さrLた遺跡と比較しても脆襖か大きく資料的にまとまうたものであり、？術的価値か高い遺跡で

あ るといえる． 久保上ノ平遺跡には、 まだ未屑ﾐ査区域が北側に残うてぃることから、今後この§分を含めた

周辺地域の保存対策か大きな課還になると考える．

なお最後になりましたが．屏査及び本書の作成にあたり、ご理解と多大なご尽力を頂いた関係諸橋関をは．

ヒめ、発掘爾峯団の皆様、ご指導を頂いた先輩諸氏に改めて感謝し、お札を申し上げ たい．

－19 －
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婦３衷 出土土騨品観察衷

逗 構図1qa 分 類
族　　澱（・）

重量（ｇ） 出土位置 糠　　　　　　　考
長さ 輯 厚さ

40号泣 11－l 土路片蔡 4.6 2.9 0.S 15 匯土中● 無文

第４表 出土石藍纏豪貴

遣 樽 図原ｋ 分 嘱 石　質
法　　ｌ（一）

重量４） 出土位・ 僣　　　考
良 き 幅 厚き

4C帰住
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13－2 視刃雲石器 10､5 8.4 1.1 肺

13－ 3 打挺石斧
血ルン７エルス
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13－7
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(10.6} (S.l) 0.9 (52) 刃祁欠禎

第 ５ 表 出 土 鉄 鎖 晶 機 業 表

遺 構図版ｋ 分 類
座　　羞（ｓ）
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